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今そこにあるオープンアクセス  Clear and present Open Access  
第 17回 オープンアクセス・リポジトリと SNSの違いは何か？ 
What is the difference between an open access repository and a social networking site? 
                  首都大学東京学術情報基盤センター 栗山正光 
 
1月に開催された SPARC Japanセミナーのテーマは「研究者向けソーシャルメディアサ
ービスの可能性」だったが、その後まもなく、米国図書館員のメーリングリスト
LIBLICENSEでもソーシャル・ネットワーキング・サイト(SNS)とオープンアクセス(OA)・
リポジトリの違いが話題になった。 
きっかけとなったのは「ソーシャル・ネットワーキング・サイトはオープンアクセス・リ
ポジトリではない」と題するブログ記事だが、これ自体は同じタイトルのカリフォルニア大
学学術コミュニケーション事務局による、学内研究者向けのブログ記事を紹介したもので
ある。 
それによると、研究者向け SNSの例として ResearchGateと Academia.eduがあり、そ
の主目的は研究者を共通の関心で結びつけることである。利用者は自分のプロファイルを
作成し、業績リストや著作原稿を掲載して、交流の相手を探すことができる。両方とも商用
サービスである。Academia.eduの URLには教育機関を示す“.edu”が使われているが、
これはドメイン名に関するきちんとしたルールができる前に登録されたもので、実際は
Academia Inc.という営利企業によって運営されている。 
OA リポジトリは大きく機関リポジトリと主題ベースのリポジトリの二つに分けられ、
SNSとは次のような違いがある。 
 ・データのエクスポートやメタデータの自動収集に対応している。SNS はデータの自動
収集を許可していない。 
 ・大学、政府機関、非営利団体などにより運営されており、長く存続する可能性が高い。
図書館員や長期保存の専門家が配置されていることも多い。SNS を運営しているのは営利
企業なので、企業側の都合で突然閉鎖されることもあり得る。 
 ・SNSのように個人情報をもとにさまざまな電子メールが送り付けられることはない。 
 というわけで、特に長期保存と OAへのコミットメント（日本人には理解が難しい言葉だ
が、誓約とか献身といった意味合い）という点で、SNSは OA リポジトリとは異なり、現
時点ではカリフォルニア大学の OAポリシーの要求を満たすものとはみなされない。 
 もちろん、SNSの利用を否定しているわけではない。役立つと思えば使えばいいのだが、
利用条件を知って設定を管理する必要がある。いずれにせよ、カリフォルニア大の機関リポ
ジトリ eScholarshipもお忘れなく、というのが締めくくりである。 
 メーリングリストにはこの記事の著者本人が登場し、「Academia.eduに入ってるから OA
ポリシーに従ったことになるよね」という教員の言葉が、こうした解説を書く動機になった
と明かしている。日本でも、SNS と OA リポジトリを同じようなものとみなしている研究
者は多いと思われる。両者の違いを説明する必要が生じたとき、この記事が参考になるだろ
う。 
